
社会変化を知り、バイアスを捨て学校教育をパラダイムシフトする時代を共通理解
●校務や指導のICT化を徹底し、効率化を推進する。
●意思決定の中心を主任者会（１H／１W）に集中（あとはICTで）、小回り重視
●深く考えず「とにかくやってみて考えよう」を合言葉に。（正解のない時代）
●全教職員の合意を求めない。（全員一致は求めず進む。）
●学年学級経営や総合の取組、可能な限りパッケージ化して質を向上
（担任ローテーション）

生徒指導支援体制
教職員の意識改革と働き方改革

荘内まなびスタイル
主体性育成教育

●こみゅトレ、ねっトレ、まなトレの
時間でコンピテンシー育成
●PBIS（ほめて育てる生徒指導、
考えさ
せる生徒指導を推進
●支援が必要な生徒の教育的ニー
ズに応じて多様な学びの場を整備
●小中一貫教育の中で系統的継続
的支援を展開

●AIを活用しながら自分の学びを主体的に進めていく力を育成する学習活動を検討

荘内中学校の教育を支える体制
●中学校区一貫教育校園体制で中学校区の幼稚園、保育園、小・中学校が連携
６つの連携部会での協議や小中合同展集会の実施、中学校生活スタートプログ

ラムの実施
●学校運営協議会設置でコミュニティスクール化

中学校区一貫教育・学校運営協議会

生徒会活動や学プロ活動等を委ね、「自分たちの学校を自分たちで創る機
運を醸成する。生徒会予算１２０万も生徒の予算委員会で運用
●ICTを活用して会議を最小限にして取組を進め、効率化を図る。
●Chromebookの自由使いで「自走」させることを重視
●教員は伴走者として支援
●自分たちでルールを作る「ルールメイキング」を推進

every.FRIDAY特集「学校を生徒にあげます！荘内中学校の挑戦」
2025/06/20放送へのリンクです。

荘内中学校型令和の学校教育

学校DXのその先へ

●あらゆる業務改善を実施
●勤務時間内で部活動も
終了（～１６：５０）
●週2日５時間授業（余剰
時間０）
●会議の徹底削減

VUCA時代が進展する中、学校教育における未来社会で強く生きていくための学力・人間力の育成のための取組も変わり続けなければなりません。今年の学校と来年の学校は違う、そのぐらい社会
変化に合わせて学校はスピード感をもって変わり続けなければ、令和の時代についていけないようになるでしょう。激変していく社会で生きていく生徒のために、知恵を絞って改革を続けましょう。

予算委員会

荘内中学校型学校教育の概要
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